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中
国
で
の
毒
ガ
ス
兵
器
遺
棄
を
巡
る
戦
後
補
償
問
題
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─ 
チ
チ
ハ
ル
毒
ガ
ス
被
害
者
の
聞
取
り
を
受
け
て 

─
─

吉　

田　

邦　

彦

一
．
序
─
─
毒
ガ
ス
兵
器
問
題
の
位
置
づ
け

　

毒
ガ
ス
兵
器
な
ど
の
化
学
兵
器
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
兵
器
（
核
兵
器
、
細
菌
兵
器
、
化
学
兵
器
）
の
中
で
も
間
隙
的
存
在
と
言
わ
れ
、
費
用
が
安
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く
、
秘
密
が
守
れ
て
、
核
兵
器
と
違
い
、
国
際
的
な
強
力
な
批
判
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
建

築
物
や
施
設
へ
の
損
害
が
無
く
、「
安
い
核
兵
器
」
と
言
わ
れ
て
、
国
際
的
な
禁
圧
の
諸
条
約

の
進
展
（
例
え
ば
、
一
九
〇
七
年
の
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
は
、
化
学
兵
器
を
投
射
物
と
し
て
用
い

る
こ
と
を
禁
止
し
、
一
九
一
九
年
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
議
定
書
は
、
毒
ガ
ス
の
製
造
・
販
売
・
輸
出

を
禁
止
し
、
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
は
、
戦
争
中
に
窒
息
性
、
毒
性
、
そ
の
他
の

ガ
ス
作
戦
装
置
を
禁
止
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
の
化
学
兵
器
禁
止
条
約
で
は
、
よ
り
包

括
的
な
化
学
兵
器
の
禁
止
、
そ
の
生
産
施
設
の
廃
棄
、
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
の
廃
棄
処
分
を
義

務
づ
け
た
）
に
も
拘
わ
ら
ず
、
わ
が
国
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
そ
の
間
隙
を
縫
い
、
毒
ガ
ス

問
題
を
隠
匿
し
て
、
中
国
戦
な
ど
に
全
面
使
用
し（

１
）た

（
そ
の
大
量
製
造
が
な
さ
れ
た
「
陸
軍
造

兵
廠
火
工
廠
忠
海
兵
器
製
造
所
」（
そ
の
後
、「
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
忠
海
製
造
所
」）
が
、

広
島
県
大
久
野
島
に
開
設
さ
れ
た
の
が
一
九
二
九
年
で
あ
り
、
一
九
三
一
年
か
ら
そ
の
規
模
拡
大
が
図
ら
れ
、
最
盛
期
は
一
九
三
九
年
で
従

業
員
は
、
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
中
国
戦
で
は
、
一
九
三
八
年
八
月
の
武
漢
作
戦
か
ら
南
昌
作
戦
・
宜
昌
作
戦
、
ま
た
常
徳
会
戦
な
ど
本
格

使
用
さ
れ
、
終
戦
ま
で
の
間
に
二
〇
九
一
回
使
用
さ
れ
、
死
傷
者
は
八
万
人
以
上
に
な
る
と
言
わ
れ（

２
）る

）。

　

国
際
法
的
に
は
、
毒
ガ
ス
戦
の
違
法
視
は
、
定
着
し
て
い
き
、
終
戦
後
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
、
こ
の
点
の
責
任
追
及
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
い
わ
ゆ
る
逆
コ
ー
ス
の
下
に
、
そ
れ
に
関
わ
る
責
任
は
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
端
的
に
著
わ
す
の
が
、
米
軍
モ
ロ
ー

大
佐
の
態
度
変
更
で
あ
り
、歩
平
教
授
は
そ
の
経
緯
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど（

３
）も

、そ
の
後
、吉
見
義
明
教
授
や
松
野
誠
也
氏
な
ど
が
、

実
証
的
に
明
ら
か
と
さ
れ（

４
）た

。
毒
ガ
ス
戦
そ
れ
自
体
の
戦
後
責
任
の
問
題
も
大
き
な
論
点
だ
が
、
本
稿
で
扱
う
の
は
、
戦
後
そ
の
廃
棄
を
十

分
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
く
に
中
国
大
陸
に
お
け
る
遺
棄
毒
ガ
ス
兵
器
が
も
た
ら
す
事
故
に
よ
る
日
本
の
国
家
賠
償
責
任
の

陶器製毒ガス製造器（冷却器）
大久野島毒ガス資料館所蔵
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問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
中
友
好
協
会
北
海
道
支
部
連
合
会
に
一
部
合
流
す
る
形
で
、
初
め
て
訪
問
し
た

チ
チ
ハ
ル
市
で
の
毒
ガ
ス
被
害
者
の
被
害
状
況
の
聞
取
り
結
果
を
報
告
し
（
二
）、
こ
れ
に
関
わ

る
判
例
の
状
況
を
紹
介
し
（
三
）、そ
の
法
解
釈
的
・
法
政
策
的
な
、現
状
の
批
判
分
析
を
行
い
（
四
・

五
）、
結
び
と
し
た
い
（
六
）。

二
．
チ
チ
ハ
ル
で
の
被
害
者
と
の
面
会

　

チ
チ
ハ
ル
市
は
、
北
緯
四
七
度
に
位
置
す
る
黒
竜
江
省
の
中
で
も
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
（
日
本

侵
略
期
に
は
、
ソ
満
国
境
と
い
わ
れ
た
）
管
理
の
上
で
、
要
衝
の
地
と
考
え
ら
れ
、
冬
は
、
氷
点

下
三
〇
度
以
下
の
日
も
多
い
、
極
寒
の
地
だ
。
年
間
平
均
気
温
は
、
三
・
二
度
で
、
我
々
が
訪
問

し
た
二
〇
一
六
年
八
月
末
で
も
、
日
中
は
暑
く
と
も
、
朝
晩
は
、
一
〇
度
く
ら
い
に
も
な
っ
た
。

毒
ガ
ス
弾
は
、
中
国
東
北
部
で
、
一
番
問
題
と
さ
れ
る
の
が
、
吉
林
省
の
敦
化
の
吟ハ

爾ル

巴バ

嶺
と
い

う
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
チ
チ
ハ
ル
で
も
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
。
こ
ん
な
北
の
果
て
ま
で
、
大
量

の
毒
ガ
ス
弾
が
、
大
久
野
島
か
ら
大
連
を
経
て
、
運
ば
れ
た
の
か
と
業
の
深
さ
に
嘆
息
が
出
た
。

こ
の
郊
外
を
流
れ
る
嫰ノ

ン

江コ
ウ

で
は
、
終
戦
後
三
日
三
晩
か
け
て
鉄
橋
か
ら
毒
ガ
ス
弾
が
廃
棄
さ
れ

た
（
元
関
東
軍
五
二
六
部
隊
の
金
子
晴
二
氏
の
証
言
）
と
の
こ
と
だ
か（

５
）ら

、
そ
の
量
の
膨
大
さ
が

わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今も残る、大規模な大久野島・長浦毒ガス貯蔵庫跡
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そ
し
て
、
毒
ガ
ス
弾
の
内
も
っ
と
も
深
刻
な
「
き
い
弾
」
と
言
わ
れ
る
、
イ
ペ
リ
ッ
ト
な
い

し
ル
イ
サ
イ
ト
の
マ
ス
タ
ー
ド
中
毒
と
言
わ
れ
る
毒
ガ
ス
被
害
は
、
単
に
膿
が
出
る
と
い
う
皮

膚
性
の
障
害
の
み
な
ら
ず
、
物
理
的
・
身
体
的
そ
し
て
精
神
的
な
万
般
に
及
び
、
実
に
様
々
な

被
害
を
も
た
ら
す
「
不
治
の
病
」
で
あ
る
こ
と
が
、
今
回
の
聞
取
り
で
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
例

え
ば
、
①
呼
吸
障
害
で
、
頻
繁
な
咳
・
痰
、
②
皮
膚
の
変
容
（
真
っ
黒
に
変
質
し
た
り
す
る
）

で
、
③
糜
爛
性
と
い
わ
れ
る
水
ぶ
く
れ
、
水
疱
、
発
疹
、
そ
し
て
膿
の
漏
出
、
そ
の
際
の
か
ゆ

み
、
痛
み
、
④
神
経
（
感
覚
・
運
動
・
自
律
神
経
）
障
害
、
⑤
目
の
障
害
、
⑥
脳
機
能
障
害
、

⑦
免
疫
力
の
低
下
、
⑧
発
癌
な
ど
で
あ
る
。
私
は
、
二
つ
に
分
け
て
面
接
し
た
の
で
、
こ
こ
で

の
そ
れ
に
沿
い
つ
つ
叙
述
す
る
。

（
１
）（
二
〇
〇
三
年
被
毒
事
故
の
被
害
者
）
事
前
に
面
会
を
お
願
い
し
て
い
て
も
、
予
定
通

り
に
は
行
か
な
い
の
が
、
毒
ガ
ス
被
害
者
と
の
面
会
で
あ
る
。
被
害
者
た
ち
は
、
容
姿
に
関
係

す
る
被
害
も
受
け
て
い
る
し
、
精
神
的
に
落
ち
込
ん
で
い
た
り
し
て
、
な
か
な
か
不
安
定
で
、

デ
リ
ケ
ー
ト
な
状
態
な
の
で
あ
る
。
日
本
側
が
、
十
分
に
被
害
者
に
寄
り
添
う
対
応
を
し
て
お

ら
ず
、
不
信
感
を
持
た
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
喫
茶
店
で
の
お
茶
を
し
な
が
ら
の
会
合
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
三

年
の
事
故
関
係
者
で
、（
い
ず
れ
の
軽
症
の
方
で
は
あ
っ
た
が
）、
取
り
ま
と
め
役
の
楊
樹
茂
さ

ん（
五
二
歳
）を
は
じ
め
と
し
て
、憑
佳
縁
さ
ん（
二
三
歳
）、于
景
芝
さ
ん（
六
八
歳
）で
あ
り
、

嫰江鉄橋（チチハル空港上空から）左から、楊さん、憑さん、于さん
2016 年８月 29 日３時過ぎから面会
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体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
中
面
会
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、楊
さ
ん
の
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
の
事
件
と
は
、旧
日
本
軍
の
五
一
六
部
隊（
砲
弾
詰
め
の
毒
ガ
ス
部
隊
）

の
弾
薬
庫
、
そ
の
後
中
国
人
民
解
放
軍
の
弾
薬
庫
の
跡
地
に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
北
彊

花
園
団
地
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
八
月
四
日
早
朝
午
前
四
時
頃
に
駐
車
場

建
設
現
場
か
ら
、
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
入
っ
た
毒
ガ
ス
の
ド
ラ
ム
缶
五
個
が
掘
り
出
さ
れ
、

そ
の
ド
ラ
ム
缶
の
授
受
の
際
に
毒
液
と
知
ら
ず
に
、
そ
れ
に
触
れ
、
そ
れ
が
廃
品
回
収

所
に
運
ば
れ
て
ま
た
同
様
の
問
題
が
あ
り
、
他
方
で
、
毒
液
と
混
ぜ
ら
れ
た
土
砂
が
、

チ
チ
ハ
ル
第
五
中
学
校
の
校
庭
や
民
家
の
庭
土
と
し
て
運
ば
れ
て
、
一
般
市
民
が
毒
物

に
触
れ
、マ
ス
タ
ー
ド
中
毒
に
そ
の
後
苦
し
む
こ
と
に
な
り
、後
述
チ
チ
ハ
ル
訴
訟
（
第

三
次
毒
ガ
ス
訴
訟
）
の
四
〇
数
名
の
原
告
と
な
っ
て
い（

６
）る

。

毒液が入ったドラム缶が発掘された北
彊団地駐車場現場（団地建設に当たっ
ては、他に砲弾が出てきたと、住民は
話してくれた）

　

お
会
い
し
た
憑
さ
ん
は
、
当
時
小
学
生
で
（
一
〇
歳
）
自
宅
の
近
所
の
チ
チ
ハ
ル
第
五
中
学
校
の
校
庭
の
砂
場
で
被
毒
し
（
当
日
朝
に
駐

車
場
か
ら
校
庭
に
搬
入
さ
れ
て
、
四
日
午
前
七
時
頃
か
ら
遊
ん
で
被
毒
し
た
）、
楊
さ
ん
と
于
さ
ん
は
、
各
々
四
日
、
五
日
に
自
宅
の
庭
用

に
汚
染
土
を
購
入
し
て
、
駐
車
場
か
ら
六
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
龍
沙
区
大
民
鎮
三
号
村
の
自
宅
近
く
に
は
、
一
一
日
に
搬
入
さ
れ
て
、
楊
さ
ん

は
、
同
日
夜
の
整
地
中
に
被
毒
し
、
于
さ
ん
は
、
一
七
日
の
整
地
で
被
毒
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
格
の
楊
さ
ん
（
来
日
五
回
）
は
、
個
人
的
被
害
（
例
え
ば
、
ひ
ま
わ
り
・
落
花
生
の
生
産
・
加
工
の
営
業
を
し
て
い
た
が
、
被

毒
に
よ
り
多
大
な
営
業
損
害
を
受
け
、
薬
代
に
借
金
を
し
、
症
状
と
し
て
は
、
く
る
ぶ
し
の
水
疱
、
黒
色
化
、
だ
る
さ
、
発
汗
、
頭
痛
、
胸

の
圧
迫
感
（
胸
悶
）、
物
忘
れ
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で
、
自
殺
も
考
え（

７
）た

）
は
も
と
よ
り
、
全
体
状
況
を
示
さ
れ
た
。

　

そ
れ
は
第
一
に
、
毒
ガ
ス
被
害
の
状
況
は
、
前
述
の
如
く
様
々
な
症
状
に
及
び
、
自
分
た
ち
よ
り
も
症
状
が
重
い
も
の
も
多
く
、
こ
の
面
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会
に
来
ら
れ
な
い
も
の
も
多
く
、
死
者
も
こ
の
一
〇
年
余
り
で
増
え
て
い
る
と
さ
れ
た

（
亡
く
な
っ
た
方
と
し
て
、
李
貴
珍
さ
ん
（
本
件
ド
ラ
ム
缶
を
購
入
し
、
廃
品
回
収
所

で
、
毒
液
を
す
く
い
だ
す
作
業
を
し
た
。
目
が
赤
く
腫
れ
、
歩
く
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
、
意
識
朦
朧
と
な
り
、
八
月
二
一
日
に
二
〇
三
病
院
で
死
亡
し
た
）、
曲
忠
成
さ
ん

（
楊
さ
ん
と
は
別
の
王
宇
亮
さ
ん
の
庭
へ
の
汚
染
土
運
搬
に
従
事
）、
宗
金
さ
ん
（
廃
品

回
収
所
で
、
ド
ラ
ム
缶
解
体
作
業
に
従
事
）。
さ
ら
に
、
徐
志
夫
さ
ん
（
ド
ラ
ム
缶
の

廃
品
回
収
所
か
ら
化
学
工
場
へ
の
運
搬
作
業
に
従
事
）
も
重
体
と
の
こ
と
で
あ
る
）。

第
二
に
、日
本
政
府
が
責
任
回
避
の
姿
勢
を
採
る
の
は
、理
解
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
日
本
政
府
は
、
責
任
を
認
め
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
（
な
お
、
こ

の
チ
チ
ハ
ル
事
件
に
関
し
、
日
本
政
府
か
ら
授
受
さ
れ
た
三
億
円
で
、
被
害
者
の
多
数

が
受
け
取
っ
た
の
は
、
手
取
り
一
七
万
元
ほ
ど
で
（
医
療
費
一
〇
数
万
元
は
、
別
途
こ

こ
か
ら
当
て
ら
れ
た
）、
十
分
な
救
済
に
な
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
）（
な
お
、
死
者
の

チチハル第五中学校にて
（日中友好協会北海道連の皆さんとともに）

場
合
に
は
、
一
〇
〇
万
元
が
支
払
わ
れ
た
と
の
こ
と
）。
な
お
第
三
に
、
こ
の
損
害
ゆ
え
の
社
会
的
差
別
は
続
い
て
お
り
、
引
越
し
や
名
前

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

他
方
で
、
憑
さ
ん
（
来
日
八
回
）（
事
故
当
時
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
な
健
康
的
小
学
生
だ
っ
た
）
は
、
日
本
の
支
援
者
へ
の
謝
意
を
述

べ
ら
れ
つ
つ
、
自
身
の
損
害
と
し
て
は
、
一
時
は
汚
染
土
で
泥
遊
び
を
し
て
い
た
両
足
は
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き
、
真
っ
黒
と
な
る
症
状
で
あ

り
（
今
は
、
夏
に
な
る
と
、
赤
い
発
疹
が
出
て
痒
い
）、
当
時
は
痛
く
て
、
二
〇
三
病
院
退
院
時
の
医
師
に
は
、
足
切
断
及
び
治
療
方
法
は

な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
死
ぬ
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
免
疫
力
も
低
下
し
、
小
学
校
を
休
み
、
社
会
的
差
別
も
受
け
て
、
引
っ
越
し
し
、
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名
前
も
替
え
た
。
当
時
は
、恋
愛
も
子
ど
も
も
あ
き
ら
め
た
が
、幸
い
三
年
前
に
結
婚
し
、娘
（
現
在
二
歳
）
も
で
き
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

将
来
的
に
は
仕
事
も
持
ち
た
い
が
、今
で
も
気
力
は
続
か
な
い
の
で
、通
常
の
仕
事
に
は
就
け
な
い
。
毒
ガ
ス
被
毒
者
は
、労
働
能
力
を
失
っ

た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
于
さ
ん
は
、
事
故
当
時
非
常
に
手
が
痛
か
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
が
、
こ
の
面
会
時
に
も
常
時
咳
を
さ
れ

て
、
軽
食
も
一
切
口
に
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
体
の
か
ゆ
み
、
痛
み
か
ら
常
時
自
宅
で
も
横
に
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い

体
で
あ
り
、
一
時
間
ほ
ど
で
、
彼
女
が
こ
の
面
会
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
打
切
り
と
な
っ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
、
被
害
者
の
損
害
の
現

在
ぶ
り
、
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

こ
の
面
会
に
お
い
て
は
、
軽
症
の
被
害
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
軽
症
の
被
害
者
と
て
、
様
々
な
形
で
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
損
害
を
受
け
て
い
る
と
の
感
触
を
私
は
こ
の
聞
取
り
か
ら
受
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
チ
チ
ハ
ル
訴
訟
で
の
請
求
が
、
一

律
請
求
の
形
を
採
る
（
各
自
損
害
は
、
三
〇
〇
〇
万
円
を
下
ら
な
い
と
す
る
）
の
は
頷
け
る
。

（
２
）（
フ
ラ
ル
キ
で
の
一
九
八
七
年
の
事
故
被
害
者
と
の
面
会
）
先
の
喫
茶
面
会
の
後
の
夕
刻
に
、
前
記
嫰
江
鉄
橋
を
渡
り
、
五
二
六
部

隊
（
実
験
部
隊
）
が
位
置
し
た
、
チ
チ
ハ
ル
市
の
都
心
か
ら
三
〇
キ
ロ
離
れ
た
郊
外
フ
ラ
ル
キ
に
居
住
さ
れ
て
い
る
李
国
強
・
王
雅
珍
ご
夫

妻
に
面
接
す
る
た
め
に
、そ
ち
ら
に
赴
い
た
。
チ
チ
ハ
ル
の
郊
外
は
、北
の
辺
境
の
農
村
風
景
か
と
想
像
と
は
相
反
し
て
、富フ

ラ拉
爾ル

キ基
と
は
、

「
中
国
第
一
重
型
機
械
集
団
公
司
」
な
る
大
企
業
を
拠
点
と
し
た
巨
大
な
重
工
業
拠
点
地
域
の
企
業
町
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
。

　

李
さ
ん
（
六
八
歳
）
は
、
後
述
第
二
次
訴
訟
の
原
告
で
も
あ
る
が
、
こ
の
付
属
病
院
の
医
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
七
年

一
〇
月
一
七
日
（
二
九
年
前
）
午
後
に
、
同
区
興
隆
街
所
在
の
ガ
ス
会
社
庭
で
地
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
鉄
製
缶
の
調
査
依
頼
を
受
け
て
、

当
時
毒
ガ
ス
缶
だ
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
識
別
の
た
め
に
開
缶
す
る
と
白
い
煙
が
出
て
、
吸
引
し
た
と
こ
ろ
、
目
が
充
血
し
て
開
け
ら
れ
な

く
な
り
、
そ
れ
以
降
咳
が
絶
え
ず
、
手
の
指
の
水
ぶ
く
れ
状
態
も
い
く
ら
膿
を
出
し
て
も
治
ら
ず
、
こ
の
皮
膚
損
傷
・
呼
吸
系
損
傷
は
、
イ
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ペ
リ
ッ
ト
中
毒
だ
と
判
明
し
た
。
ま
さ
し
く
三
〇
歳
代
の
働
き
盛
り
の
頃
に
、
職
場
を
離
れ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
二
九
年
間
は
、
毎
日
が
苦
し
み
の
連
続
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

熱
が
出
る
と
、
痰
に
血
が
混
ざ
り
、
免
疫
力
が
無
い
か
ら
、
半
月
毎
に
熱
が
出
る
。
本
件
事

故
に
労
災
保
険
は
適
用
さ
れ
ず
（
彼
の
上
司
が
そ
の
適
用
に
向
け
て
の
行
動
を
抑
え
た
）、

結
局
高
価
な
新
薬
（
輸
入
薬
）
の
た
め
に
、
自
己
財
産
を
蕩
尽
し
、
親
戚
か
ら
二
一
万
元
借

金
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
て
、
息
子
が
七
万
元
返
済
し
て
も
、
今
な
お
一
四
万
元
の
負
債
を

抱
え
て
い
る
。
症
状
と
し
て
は
、
咳
が
ひ
ど
く
、
夕
食
を
と
り
な
が
ら
の
面
会
時
に
も
、
常

時
咳
き
込
ん
で
お
ら
れ
た
。
奥
さ
ん
も
、
李
さ
ん
を
支
え
つ
つ
も
、
身
体
異
常
を
来
し
、
教

師
職
も
一
九
九
八
年
に
早
期
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
娘
さ
ん
も
、
薬
入
手
の
た
め
の

お
使
い
の
帰
り
に
交
通
事
故
死
し
た
（
二
〇
〇
九
年
）（
三
一
歳
）
と
い
う
こ
と
も
涙
な
が

ら
に
語
ら
れ
た
。

　

李
さ
ん
の
場
合
も
、
日
本
の
弁
護
団
や
支
援
者
に
は
感
謝
し
つ
つ
も
、
心
身
と
も
に
、
多

大
な
損
害
を
受
け
て
い
て
、
金
子
証
言
で
、
自
身
の
被
害
と
遺
棄
毒
ガ
ス
と
の
因
果
関
係
は

肯
定
さ
れ
て
い
て
（
同
氏
は
、
撫
順
の
戦
犯
管
理
所
で
の
「
認
罪
」
経
験
者
で
、
そ
の
証
言

が
な
け
れ
ば
、
因
果
関
係
さ
え
否
定
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
た
）、
日
本
政
府
の
賠
償
責

任
が
認
め
ら
れ
る
の
が
、
当
た
り
前
で
、
三
億
円
と
い
う
解
決
の
仕
方
は
お
か
し
い
と
い
う

こ
と
を
強
調
さ
れ（

８
）た

。

　

こ
こ
で
も
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
毒
ガ
ス
被
害
の
深
刻
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
に
、
被

フラルキの中国一重型機械 
集団公司の正面玄関

大きな毛沢東主席の銅像もあり、1950
年代からの当時の中国の大企業の雰囲
気は、今も残る
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害
者
は
身
体
的
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
に
も
窮
迫
状
態
、
財
産
蕩
尽
の
状
況
に
あ
り
、
そ
の
救
済

の
必
要
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
補
償
責
任
問
題
に
つ
い
て
は
、（
次
述
の
如
く
）

わ
が
国
の
判
例
は
、
毒
ガ
ス
被
害
者
に
対
す
る
日
本
政
府
の
責
任
に
消
極
的
な
の
が
、
昨
今
の
趨

勢
で
あ
り
、上
に
示
し
た
被
害
者
の
考
え
方
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
他
面
で
、中
国
政
府
は
も
っ

と
こ
う
し
た
被
害
者
救
済
に
積
極
的
に
動
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
（
例
え
ば
、

米
軍
が
投
下
し
た
原
爆
被
害
者
に
対
し
て
、
日
本
の
被
爆
者
の
み
な
ら
ず
、
在
韓
被
爆
者
に
対
し

て
も
、
そ
の
救
済
に
日
本
政
府
は
積
極
的
で
あ
る
こ
と
と
の
比
較
で
も
）、
ま
た
被
害
者
へ
の
社

会
的
差
別
は
、中
国
社
会
の
問
題
で
な
い
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、そ
れ
は
格
別
と
し
て
、

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
被
害
者
の
思
い
を
念
頭
に
、
中
国
遺
棄
毒
ガ
ス
に
関
わ
る
日
本
の
補
償
責

任
の
状
況
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
こ
の
点
は
例
え
ば
、
歩
平
（
山
辺
悠
喜
子
＝
宮
崎
教
四
郎
監
訳
）
日
本
の
中
国
侵
略
と
毒
ガ
ス
兵
器
（
明
石
書
店
、
一
九
九
五
）
二
八
～
三

一
頁
。

（
２
）
例
え
ば
、
早
乙
女
勝
元
＝
岡
田
黎
子
・
母
と
子
で
見
る
毒
ガ
ス
島
（
草
の
根
出
版
会
、
一
九
九
四
）
三
四
頁
以
下
、
一
二
一
頁
以
下
参
照
。

　
　
　

ま
た
、
辰
巳
知
司
・
隠
さ
れ
て
き
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
─
─
毒
ガ
ス
島
か
ら
の
告
発
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
）
二
七
頁
で
は
、
一
九
三
七

年
度
に
は
、
毒
ガ
ス
生
産
は
、
造
兵
廠
全
体
（
大
久
野
島
に
加
え
て
、
一
九
三
三
年
か
ら
福
岡
県
曽
根
派
出
所
（
一
九
三
七
年
か
ら
曽
根
兵
器

製
造
所
）
で
は
、
毒
ガ
ス
の
砲
弾
・
投
下
弾
へ
の
充
填
に
よ
る
ガ
ス
弾
製
造
が
な
さ
れ
た
）
と
し
て
、
生
産
高
一
億
七
六
〇
〇
万
円
に
膨
ら
み
、

同
年
度
の
国
家
予
算
二
八
億
円
の
六
・
三
％
に
も
な
る
と
指
摘
す
る
（
因
み
に
軍
事
費
は
、
一
四
億
円
で
、
五
〇
％
を
超
え
る
）。

（
３
）
歩
平
・
前
掲
書
（
注
１
）
三
六
頁
。

フラルキ漁村満漢楼で
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（
４
）
吉
見
義
明
・
毒
ガ
ス
戦
と
日
本
軍
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）
二
六
一
頁
以
下
、
松
野
誠
也
・
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
兵
器
（
凱
風
社
、
二
〇
〇
五
）

二
九
七
頁
以
下
。

（
５
）
高
曉
燕
・
日
本
軍
の
遺
棄
毒
ガ
ス
兵
器
─
─
中
国
人
被
害
者
は
訴
え
る
（
明
石
書
店
、
一
九
九
六
）
八
四
頁
以
下
。

（
６
）
二
〇
〇
三
年
の
事
件
、
そ
こ
に
お
け
る
毒
物
の
拡
散
状
況
に
つ
い
て
は
、
化
学
兵
器CA

RE

み
ら
い
基
金
編
著
（
吉
見
義
明
監
修
）・
ぼ
く

は
毒
ガ
ス
の
村
で
生
ま
れ
た
（
合
同
出
版
、
二
〇
〇
七
）
一
〇
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、
チ
チ
ハ
ル
訴
訟
第
一
審
（
後
述
⑦
）
の
損
害
認
定
の

部
分
が
詳
細
で
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

（
７
）
こ
の
点
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
九
日
の
本
人
尋
問
で
も
述
べ
ら
れ
、
例
え
ば
、「
中
国
人
戦
争
被
害
者
の
要
求
を
支
え
る
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
」http://w

w
w
.suopei.jp/local/tokyo/chichiharu/1019htm

l. 

参
照
。

（
８
）
李
さ
ん
の
証
言
は
、
一
九
九
七
年
段
階
の
も
の
で
あ
る
が
、
毒
ガ
ス
島
歴
史
研
究
所
・
遺
棄
毒
ガ
ス
問
題
─
─
検
証
と
証
言
（
聖
恵
授
産
所

印
刷
、
一
九
九
八
）
四
五
頁
以
下
、
一
九
九
八
年
来
日
の
も
の
と
し
て
、
大
久
野
島
か
ら
平
和
と
環
境
を
考
え
る
会
編
（
山
内
正
之
監
修
）・
お

お
く
の
し
ま
平
和
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
聖
恵
印
刷
、
二
〇
一
二
）
七
八
－
八
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
訪
問
時
の
も
の
と
し
て
は
、

毒
ガ
ス
島
歴
史
研
究
所
会
報
八
号
（
二
〇
〇
二
）
三
一
頁
以
下
、
二
〇
〇
九
年
訪
問
時
の
も
の
と
し
て
、
同
会
報
一
三
号
（
二
〇
〇
九
）
二
二

頁
以
下
。
ま
た
、
王
雅
珍
「
幸
せ
で
明
る
い
私
た
ち
の
生
活
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
日
本
軍
の
遺
棄
毒
ガ
ス
弾
（
イ
ペ
リ
ッ
ト
）」
毒
ガ
ス

島
歴
史
研
究
所
会
報
一
一
号
（
二
〇
〇
六
）
二
八
頁
以
下
参
照
。
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